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3 森林経営管理法及び森林法の一部を改正する法律について特 集

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202507.html
ウェブアンケートにご協力をお願いします！

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰令和7年

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

　同団体は、奈良県飛鳥地方の活性化と景観・自然環境の保全を目的に平成７年に設立され、国営飛鳥歴史公園で森
林整備や希少種の保護・育成に取り組んできました。
　平成16年に結成した森づくりの専門チームは、毎月２回の森林整備活動に加えて、炭焼きやほだ木でのシイタケ
栽培など里山の風景づくりを進めています。また、絶滅が危惧されるササユリの保護・育成活動が実を
結び、園内には500株以上が生育するまでになりました。さらに、園内のガイドや地元の幼稚園・小学
校への環境学習支援を通じて、幅広い世代の緑化意識を育んでいます。

飛
あすか
鳥里

さと
山
やま
クラブ（奈良県明日香村）

ササユリの保護・育成活動 飛鳥里山クラブの皆さん 園内のガイド活動
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※活動ウェブサイト：https://www.asuka-park.jp/satoyama/

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団
体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和7年は13の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

受賞者
紹介
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は
じ
め
に

１令
和
７
年
５
月
23
日
に
、「
森
林
経

営
管
理
法
及
び
森
林
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
同
月
30
日
に

公
布
さ
れ
ま
し
た
。

本
特
集
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
法

律
の
改
正
に
至
っ
た
背
景
や
改
正
内
容

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
法
の
一
部
改
正

2（１）
現
行
制
度
の
概
要

我
が
国
の
森
林
は
、
小
規
模
零
細
か

つ
分
散
的
な
所
有
構
造
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
森
林
施
業
が
分
散
的
に
行
わ
れ
効

率
性
を
欠
く
こ
と
が
多
い
た
め
、
林
業

経
営
体
に
森
林
を
集
め
、
森
林
施
業
を

効
率
的
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
林
業
経
営
の
効
率
化

と
森
林
の
管
理
の
適
正
化
を
促
進
す
る

た
め
、
平
成
30
年
に
森
林
経
営
管
理
法

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
基
づ
く
森
林
経
営
管
理

制
度
は
、
所
有
者
自
ら
が
森
林
の
経
営

管
理
を
で
き
な
い
場
合
に
、
市
町
村
が

所
有
者
か
ら
森
林
の
経
営
管
理
の
委
託

を
受
け
、
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
に

つ
い
て
は
林
業
経
営
体
に
再
委
託
し
、

林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
市
町
村
が
自
ら
管
理
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
林
業
経
営
の
効
率
化
と
森
林
の

管
理
の
適
正
化
を
促
進
す
る
仕
組
み
で

す
。こ

の
際
、
森
林
所
有
者
に
代
わ
っ
て

森
林
の
経
営
管
理
が
行
え
る
よ
う
、
市

町
村
に
は
経
営
管
理
権
が
、
林
業
経
営

体
に
は
経
営
管
理
実
施
権
が
設
定
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
所
有
者
が
不
明
な
森
林

等
に
お
い
て
も
、
探
索
・
公
告
な
ど
一

定
の
手
続
き
を
経
る
こ
と
で
、
市
町
村

へ
の
経
営
管
理
権
の
設
定
を
可
能
と
す

る
特
例
を
措
置
し
て
い
ま
す
。

（２）
現
行
制
度
の
現
状
と
課
題

制
度
の
運
用
開
始
か
ら
５
年
あ
ま
り

が
経
過
す
る
中
、
制
度
の
活
用
が
必
要

な
市
町
村
の
９
割
超
に
お
い
て
、
所
有

者
へ
の
意
向
調
査
が
計
約
1
0
3
万

ha
で
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
取
組
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

図-1︓森林経営管理制度の仕組み（現⾏)

意向を確認

経営管理を再委託

森林所有者 市町村

林業経営に
適した森林

林業経営に
適さない森林

林業経営体

市町村が⾃ら管理

※主伐後は、再造林を必ず実施。

経営管理を
委託

経営管理権
集積計画

所有者が不明の場合にも 特例を措置

所有者の
探索 公告

異議の
申出

都道府県の
裁定

同意
みなし

経営管理権集積計画の
公告・作成

公告から６⽉以内に申出がなければ、
その後４⽉以内に市町村⻑が
都道府県知事に裁定を申請

※所有者から市町村
への申出も可

市町村

都道府県

森林所有者

凡例

経営管理実施権
配分計画

森林経営管理制度の仕組み（現行）
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一
方
で
、
意
向
調
査
に
お
い
て
、
市

町
村
に
委
託
希
望
と
回
答
が
あ
っ
た
面

積（
約
22
・
6
万
ha
）や
森
林
所
有
者
か

ら
市
町
村
へ
の
経
営
管
理
の
委
託
面
積

（
約
２
万
ha
）に
比
べ
、
林
業
経
営
体
へ

の
再
委
託
に
よ
り
森
林
を
集
積
・
集
約

化
し
た
面
積（
約
0
・
3
万
ha
）は
低
位

に
推
移
し
て
お
り
、
林
業
経
営
に
適
し

た
森
林
に
お
け
る
循
環
利
用
へ
の
貢
献

が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
受
け
手
と
な
る

林
業
経
営
体
な
ど
の
地
域
の
関
係
者
と

市
町
村
と
の
連
携
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
が
一
因
と
考
え
ら
れ
、
林
業
経
営
体

へ
の
集
約
化
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
関
係
者
で

協
議
し
て
、
周
辺
の
小
規
模
分
散
森
林

も
加
え
た
集
約
化
や
、
効
率
的
な
路
網

配
置
を
計
画
す
る
な
ど
、
面
的
な
ま
と

ま
り
を
も
っ
て
林
業
経
営
体
に
権
利
設

定
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
う
し
た
話
し
合
い
の
仕
組
み

を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
経
営
体
を

含
む
地
域
の
関
係
者
と
市
町
村
と
の
連

森林経営管理法及び森林法の一部を改正する法律について特集

図-2︓制度に基づく集積・集約化の進捗（令和５年度末時点）

①林業経営体に集積・
集約化（約0.3万ha）

その他森林整備につな
がったもの（予定含む）
（約9.0万ha）

対応検討中等
約11.4万ha

②市町村が権利取得
（①を除く。約2.0万ha）

林業経営体への森林の集積・集約化は低位

意向調査実施区域 集積計画作成区域

所有構造が⼩規模分散

所有者が不明
回答がない

共有者の同意が取れない
など

⾯的な集約化に
つながっていない

＋

↓

図-3︓集積計画の作成状況の例

制度に基づく集積・集約化の進捗
（令和５年度末時点）

集積計画の作成状況の例

関係者間の協議の実施により集約化が進んだ事例
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携
を
強
化
す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ま

し
た
。

ま
た
、
制
度
の
運
用
を
担
う
市
町
村

か
ら
は
、
職
員
の
体
制
が
十
分
で
な
い

中
、
小
規
模
で
相
続
登
記
さ
れ
て
い
な

い
森
林
の
共
有
状
態
が
拡
大
し
、
経
営

管
理
権
設
定
の
た
め
の
探
索
や
全
員
同

意
の
取
得
等
が
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い

る
と
の
声
や
、
所
有
者
不
明
森
林
等
の

特
例
の
活
用
に
も
時
間
を
要
し
て
い
る

と
の
声
が
あ
る
な
ど
、
事
務
負
担
も
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

こ
う
し
た
中
、
制
度
を
活
用
し
て
森

林
整
備
に
つ
な
げ
て
い
る
市
町
村
の
中

に
は
、
専
門
知
識
や
体
制
を
有
す
る
法

人
に
、
森
林
や
境
界
の
調
査
な
ど
専
門

的
な
業
務
を
委
託

し
、
制
度
を
推
進

し
て
い
る
事
例
が

見
ら
れ
る
た
め
、

こ
う
し
た
法
人
を

制
度
の
中
に
位
置

付
け
て
、
そ
の
活

動
を
後
押
し
す
る

こ
と
が
、
市
町
村

の
事
務
負
担
軽
減

を
図
る
上
で
有
効

で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、

今
般
の
改
正
法
で

は
、
現
行
制
度
の

仕
組
み
に
つ
い
て

は
残
し
つ
つ
、
地

域
の
関
係
者
の
連

携
を
強
化
す
る
新
た
な
仕
組
み
の
創

設
、
制
度
を
担
う
市
町
村
の
事
務
負
担

軽
減
と
い
う
２
つ
の
柱
を
掲
げ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

（３）
改
正
法
の
概
要

２
つ
の
柱
の
う
ち
、
新
た
な
仕
組
み

と
し
て
は
、
①
市
町
村
が
、
単
独
又
は

都
道
府
県
等
と
共
同
で
、
川
上
か
ら
川

下
ま
で
の
地
域
の
関
係
者
と
協
議
し
、

受
け
手
と
な
る
林
業
経
営
体
や
路
網
整

備
等
の
方
針
と
い
っ
た
森
林
の
将
来
像

を
定
め
る
地
域
経
営
管
理
集
約
化
構
想

（
集
約
化
構
想
）を
作
成
し
、
②
当
該
構

想
に
基
づ
き
所
有
権
を
含
む
森
林
の
経

営
管
理
の
た
め
の
権
利
を
、
出
し
手
で

あ
る
森
林
所
有
者
か
ら
、
受
け
手
と
な

る
林
業
経
営
体
に
迅
速
に
設
定
又
は
移

転
で
き
る
仕
組
み
を
創
設
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
町
村
の
事
務
負
担
軽
減
と

し
て
は
、
①
共
有
林
に
つ
い
て
、
市
町

村
へ
の
経
営
管
理
権
の
設
定
（
間
伐
、

間
伐
材
の
販
売
、
保
育
）
に
必
要
な
共

有
者
の
同
意
要
件
を
全
員
か
ら
２
分
の

１
超
に
緩
和
、
②
所
有
者
不
明
森
林
等

に
つ
い
て
、
市
町
村
へ
の
経
営
管
理
権

市町村の制度運用を支援する取組の例

森林の集積・集約化を進める新たな仕組みの創設
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の
設
定
に
関
す
る
公
告
期
間
を
６
か
月

か
ら
２
か
月
に
短
縮
、
③
市
町
村
の
長

が
「
委
託
を
受
け
て
市
町
村
事
務
を
支

援
す
る
法
人（
経
営
管
理
支
援
法
人
）」

を
指
定
で
き
る
仕
組
み
を
創
設
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
、
林
業
経
営

体
へ
の
森
林
の
集
積
・
集
約
化
を
迅
速

に
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

森
林
法
の
一
部
改
正

3（１）
林
地
開
発
許
可
制
度
の
現
状
と
課
題

森
林
法
で
は
、
開
発
行
為
に
よ
り
森

林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
支
障
が
生

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
林
地
開
発
に

当
た
っ
て
は
、
保
安
林
等
を
除
く
民
有

林
で
の
一
定
規
模
を
超
え
る
開
発
の
場

合
に
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
等

の
林
地
開
発
行
為
に
お
い
て
、
①
防
災

施
設
の
先
行
設
置
と
い
っ
た
許
可
に
当

た
っ
て
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
開

発
行
為
に
よ
り
、
土
砂
流
出
等
が
発
生

し
た
事
例
や
、
②
違
反
状
態
に
あ
る
土

地
が
そ
れ
を
知
ら
な
い
者
に
売
却
さ

れ
、
違
反
状
態
の
解
消
が
困
難
と
な
る

お
そ
れ
の
あ
っ
た
事
例
が
見
ら
れ
、
こ

れ
ら
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

（２）
改
正
法
の
概
要

改
正
法
で
は
、
①
許
可
条
件
違
反
に

対
す
る
罰
則
（
３
年
以
下
の
拘
禁
刑
又

は
3
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
）を
新
設

す
る
と
と
も
に
、
②
都
道
府
県
知
事

が
、
開
発
行
為
の
中
止
・
復
旧
命
令
に

従
わ
な
い
者
を
公
表
可
能
と
す
る
仕
組

み
を
新
設
し
て
、
林
地
開
発
許
可
制
度

の
実
効
性
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

お
わ
り
に

4我
が
国
の
人
工
林
の
多
く
が
利
用

期
を
迎
え
る
中
、
2
0
5
0
年
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
の
実
現
等
に
向
け
、「
伐
っ

て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
と

い
う
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
小
規
模
分
散
な
森
林

を
ま
と
め
て
効
率
的
・
効
果
的
に
経
営

管
理
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
、
森
林
経
営
管
理
法
に
お
い

て
、
今
般
、
現
場
か
ら
の
声
や
、
権
利

設
定
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等
を
踏
ま

え
、
①
地
域
の
関
係
者
の
連
携
の
も
と

で
林
業
経
営
体
へ
の
権
利
設
定
を
迅
速

に
進
め
る
新
た
な
仕
組
み
を
設
け
る
と

と
も
に
、
②
制
度
を
担
う
市
町
村
の
事

務
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
で
森
林
の

集
積
・
集
約
化
を
一
層
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
通
じ
、

集
積
・
集
約
化
さ
れ
て
い
る
私
有
人

工
林
の
面
積
を
、
約
2
7
0
万
ha（
令

和
５
年
度
末
時
点
）
か
ら
新
制
度
施
行

後
５
年
（
令
和
12
年
度
末
時
点
）
で
約

3
2
0
万
ha
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
法
に
お
い
て
は
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
や
命
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
森
林
の
公
益
的
機
能
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
林
地
開
発
許
可
に

当
た
っ
て
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た

者
へ
の
罰
則
、
開
発
行
為
の
中
止
･
復

旧
命
令
に
従
わ
な
い
者
を
公
表
可
能
と

す
る
仕
組
み
を
措
置
し
、
林
地
開
発
許

可
制
度
の
実
効
性
を
強
化
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

林
野
庁
と
し
ま
し
て
は
、
令
和
８
年

４
月
１
日
予
定
の
施
行
に
向
け
、
制
度

の
運
用
を
担
う
都
道
府
県
や
市
町
村
の

職
員
の
方
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
業
務
に
あ

た
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
林
業
経
営
体
、

森
林
所
有
者
の
皆
様
が
安
心
し
て
制
度

を
活
用
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
、
制

度
の
円
滑
な
運
用
を
後
押
し
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森林経営管理法及び森林法の一部を改正する法律について特集
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1
Topics

第
９
回「
山
の
日
」全
国
大
会
が
福
井
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
！！

日
本
は
、
国
土
の
約
７
割
を
森
林
が
占
め
、
そ
の
多
く
が「
山
」

に
存
在
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
は
古
来
、
山
に
畏
敬
の
念
を
抱

き
、
森
林
か
ら
の
恵
み
に
感
謝
し
共
存
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
豊
か
な
森
林
の
恵
み
に
感
謝
し
、
美
し
い
山
を
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
平
成
28
年
か
ら
、
8
月
11
日
を
国
民
の
祝
日

と
し
て「
山
の
日
」が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
山
の
日
」の
制
定
を
記
念
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
る「
山
の
日
」全

国
大
会
で
は
、
そ
の
趣
旨
で
あ
る
「
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、

山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
」
こ
と
の
周
知
を
目
的
と
し
て
、
子
供
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
に
、
山
の
魅
力
や
森
林
の
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
全
国
大
会
は
、
福
井
県
で
「
未
来
へ
つ
む
ぐ
、
ふ
く
い

の
山
々
︱
感
謝
と
共
生
の
こ
こ
ろ
を
次
世
代
へ
︱
」
を
テ
ー
マ

に
、
8
月
11
日
に
福
井
県
大
野
市「
結
と
ぴ
あ
」に
お
い
て
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
日
・
11
日
に
は
大
野
市
（
エ
キ

サ
イ
ト
広
場
総
合
体
育
施
設
）と
勝
山
市（
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
）

で
歓
迎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
木
材
を
利
用
し
た
ク
ラ

フ
ト
体
験
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
福
井
県
に
は
日
本
百
名
山
の
一
つ
で
あ
り
、
山
腹
に
美

し
い
ブ
ナ
林
が
広
が
る
荒
島
岳
や
四
季
を
通
じ
て
気
軽
に
高
山
植

物
や
美
し
い
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
山
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
今
年
は
４
～
11
月
の
期
間
中
、
ト
レ
イ
ル
ウ
ォ
ー
ク
や
関

連
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、「
山
の
恩
恵
」で
あ
る
森
林
の
多
面
的
機
能（
水

源
の
か
ん
養
、
土
砂
災
害
の
防
止
、
生
物
多
様
性
の
保
全
等
）
の

大
切
さ
を
、
国
民
の
み
な
さ
ま
に
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

開催日 
（記念式典）

第1回 
（H28.8.11）

第2回 
（H29.8.11）

第3回 
（H30.8.11）

第４回 
（R1.8.11）

第5回 
（R3.8.11）

第6回 
（R４.8.11）

第7回 
（R5.8.11）

第8回 
（R6.8.11）

開催地 長野県
松本市

栃木県
那須町

鳥取県
米子市・大山町

山梨県
甲府市

大分県
九重町・竹田市

山形県
山形市

沖縄県
国頭村・大宜味村
東村・竹富町

東京都
八王子市

う
、
全
国
の
森
林
管
理
局
や
森
林
管
理
署
等
に
お
い
て
、「
山
の

日
」
に
関
連
し
た
森
林
教
室
等
を
開
催
し
、
普
及
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
、「
山
の
日
」の
意
義
に
触
れ
つ
つ
、
全
国
大

会
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
等
を
楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●「山の日」全国大会　開催地一覧

荒島岳山頂からの眺め

荒島岳（福井県大野市）
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森林
管理局 日程 行事名 定員 実施場所

（都道府県・市町村） 主催者

北海道 8月23日 「山の日」記念森林散策会 30 藻琴山
（北海道大空町・小清水町）

常呂川森林ふれあい推進センター
網走南部森林管理署
オホーツク総合振興局

東北 7月26日 親子森林教室 親子10組
20名程度

東北森林管理局
（秋田県秋田市） 東北森林管理局技術普及課

関東 7月26日
2025年度第２回
赤谷の森自然散策
～平標山山頂を目指して～

18 平標山
（群馬県利根郡みなかみ町）

みなかみ町
赤谷森林ふれあい推進センター

関東 8月3日
森で学ぼう
親子「子ども樹木博士」
チャレンジ！ 2025

50 南澤国有林
（福島県福島市）

福島民友新聞社
福島森林管理署

中部 7月26日 とやまの山岳環境保全
ボランティア活動 100 ブナ坂国有林

（富山県立山町芦峅寺） 富山県

中部 8月2日～
8月17日 「山の日」四方山祭りin上高地 定員無し

上高地
インフォメーションセンター
（長野県松本市）

松本市ほか

近畿中国 8月11日 森の巨人たち100選
桃木峠の大杉観察会 15 経ヶ岳国有林

（福井県大野市） 桃木峠の大杉保全協議会

近畿中国 8月上旬 第39回夏休み木工教室 20 和歌山森林管理署
（和歌山県田辺市） 和歌山森林管理署

四国 8月11日 山の日記念
南つるぎスカイラリー 30 剣山

（徳島県那賀町・三好市） 南つるぎ地域活性化協議会

四国 8月23日、
2４日 ワンツーツリーフォレスト 定員無し ソルファオダスキーゲレンデ

（愛媛県内子町） ワンフォレ実行委員会

九州 7月31日、
8月1日

「消費者の部屋」
夏休み特別イベント 200 熊本地方合同庁舎A棟

（熊本県熊本市） 九州農政局

過去に
開催された
「山の日」
イベント

●「山の日」普及啓発イベント（令和7年度）７月～８月実施予定

「山の日」記念森林散策会（北海道） 親子森林教室（秋田県） 子ども樹木博士（福島県）

とやまの山岳環境保全ボランティア活動
（富山県）

夏休み木工教室（和歌山県） ワンツーツリーフォレスト（愛媛県） 「消費者の部屋」夏休み特別イベント
（熊本県）

第9回「山の日」全国大会 FUKUI 2025に関する詳しい情報は大会公式ウェブサイトをご覧ください。
https://www.yamanohi-fukui-2025.com/

全国での林野庁による「山の日」の普及啓発イベント情報は林野庁ウェブサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson/yama_no_hi/yamanohi.html
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　５月25日に、秩父ミューズパーク（埼玉県秩父市・
小鹿野町）で、「人・森・川　つなげ未来へ　彩の国」を
テーマに「第75回全国植樹祭」が開催されました。埼玉
県では、昭和3４年に寄居町の金尾山で「第10回全国植
樹祭」が開催されて以来、今大会が２回目の開催となり
ます。
　式典では、主催者として、大会会長を務める額賀衆
議院議長と大野埼玉県知事のあいさつの後、天皇陛下
から「埼玉県においては、昭和3４年に寄居町にある金
尾山で第10回大会が開催され、その会場に植樹された
木々は現在緑豊かに育ち、地域の多くの人々に親しま
れていると聞いています。一人一人が、これからも森
林を大切にし、木の循環利用を進めながら健全な森林
を育み、未来へと引き継いでいくことは、私たちの果
たすべき使命であると考えます。人々が森や川を大切
にしながら自然に親しみ、健全な森林づくりや木材の
利用を更に進める活動が、ここ埼玉の地から全国へ、
そして未来へつながっていくことを願います。」とのお
ことばを賜りました。
　続いて、全国の緑化功労者や全日本学校関係緑化コ

ンクール等の表彰、久那小みどりの少年団から小泉農
林水産大臣等への苗木の贈呈、大会会長や農林水産大
臣等による記念植樹が行われました。
　天皇陛下におかれては、ケヤキ、少花粉スギ、トチ
ノキの苗木をお手植えされた後、少花粉ヒノキとアカ
シデの種をお手播きされました。
　さらに、式典中の映像、ダンス、伝統芸能を交えた
アトラクションでは、大会テーマや埼玉県出身で日本
最初の林学博士である本多静六氏の思いを豊かに表現
し、エピローグアトラクションにおいて、森林資源の
活用、木材の利用拡大を図る「活樹」の重要性を埼玉か
ら全国に発信し、輝く未来を実現することを誓う演出
となりました。
　最後に、濱田国土緑化推進機構理事長や埼玉県立秩
父農工科学高等学校の生徒が大会宣言を行い、埼玉県
知事から、次回、全国植樹祭が開催される愛媛県の中
村知事に、全国植樹祭のシンボルである「木製地球儀」
が手渡されました。
　「第76回全国植樹祭」は、愛媛県松山市を主会場に開
催される予定です。

全国植樹祭は、天皇皇后両陛下のご
臨席のもと、豊かな国土の基盤であ
る森林・緑に対する理解を深めるた
め、昭和25年から各都道府県を巡っ
て毎年春季に開催されている国土緑
化運動の中心的な行事です。

全国植樹祭とは

おことばを述べられる天皇陛下

久那小みどりの少年団から苗木を受け取る小泉農林水産大臣

ケヤキをお手植えになる天皇陛下

埼玉県民参加によるアトラクション
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　日本各地で多様な発展を遂げてきた林業の歴史を記録
し、後世に残していくために、日本森林学会では林業遺
産を選定しています。林業遺産は、林業景観、林業発祥
地、林業記念地、林業跡地、搬出関連、建造物、技術
体系、道具類、資料群に分類されます。この選定事業
は、2013年度に学会100周年を契機として開始されました。
12年目を迎えた202４年度は、泉桂子理事（岩手県立大学）
を委員長とする11名の選定委員によって、2件の林業遺産

（№52、№53）が選定されました。選定結果は、理事会
の承認を受け、2025年5月28日の日本森林学会定時総
会で公表されました。また、岩手県の南部アカマツ材を
使用した認定証と記念品が、所有者・管理者等に贈呈さ

れました。新たに選定された林業遺産のうち、№52は「旧
鹿児島貯木場：屋久杉等海上輸送施設遺構」です。本遺
構は、明治末期から平成前期に、鹿児島県内の国有林野
事業で整備・運用された一連の木材海上輸送の港湾施設
と官船の歴史を残すものです。林業の一環として、屋久
杉や広葉樹の海上輸送が盛んに行われていた当時の様子
を今に伝えています。№53は「現在に続く『岩手木炭』の
伝統的な生産技術」です。高品質な「岩手木炭」が生み出
された背景には、一連の製炭技術向上の取組と、公営検
査等にみる生産者・業界団体・行政による品質向上への
努力が存在します。現在も、製炭技術や品質のさらなる
向上を目指して弛みなく歩み続けています。

鹿児島貯木場に停泊する影山丸

鹿児島貯木場（1975年～1985年頃） 岩手窯　撮影：岩手県木炭協会

岩手木炭と充填器
撮影：岩手県木炭協会

一般社団法人日本森林学会

2024年度「林業遺産」が
選定されました

登録番号 52 53
林業遺産名 旧鹿児島貯木場：屋久杉等海上輸送施設遺構 現在に続く「岩手木炭」の伝統的な生産技術
分類・形式 搬出関連・資料群 技術体系
成立年代 1910年～2006年 1906年～1956年 

所在地 （旧貯木場ほか）鹿児島県鹿児島市浜町12番1号
（安房船溜まり）鹿児島県熊毛郡屋久島町安房2372-2４

岩手県盛岡市 他

所有・管理者 鹿児島森林管理署
屋久島森林管理署

一般社団法人岩手県木炭協会

認定理由

明治末期から平成前期にかけて、屋久島を含む鹿児島
県内の木材等を集積するため、港湾・官船など木材海
上輸送に関連する施設等が整備・運用された。このこ
とは本地域が国内でも特に重要な林業地域であったこと
を表している。

岩手県は黒炭の生産量が全国で最多であり、岩手窯
（1956年完成）、岩手大量窯に代表される築窯技術の統
一、大正10（1921）年から全国に先駆けて行われた県営木
炭検査など、製炭技術や木炭品質の向上へ向けた歴史
的・継続的な活動・制度などを遺産として認定するもの。
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
建
築
物
の
脱
炭
素
化
の
推
進

本
理
念
の
も
と
、
創
業
以
来
、
本
業
を
通
じ
た

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
を
実
践
し
て
き
ま
し

た
。
2
0
2
3
年
度
か
ら
は
、「
人
」「
地
域
社

会
」「
地
球
環
境
」の
3
つ
を
重
点
領
域
と
定
め
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
の
一
層
の
高
度
化
を
通

じ
て
、『
誰
も
が
、
ず
っ
と
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
』
の
実
現
に
向
け
、
当
社
の
持
続
可
能
な

成
長
と
社
会
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、「
地
域
社
会
」「
地
球
環
境
」
の
2

領
域
に
お
い
て
は
、
全
国
約
1
︐5
0
0
の
営
業

拠
点
が
老
朽
化
に
伴
っ
て
建
て
替
え
を
行
う
際
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
大
き
な
改
善
、
太
陽
光
パ

協
定
締
結
の
検
討
経
緯

　

当
社
は
、
1
8
8
9
年
7
月
、
日
本
で
三
番

目
の
生
命
保
険
会
社
と
し
て
発
足
し
、「
国
民
生

活
の
安
定
と
向
上
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
経
営
基

シリーズ

建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結
企
業
の
紹
介

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

ネ
ル
の
設
置
、
木
造
化
等
を
通
じ
た
脱
炭
素
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
原
則
Z
E
B 

R
e
a
d
y 

水
準
で
の
建
て
替
え
を
実
施
し
て

お
り
、
2
0
2
4
年
度
末
で
累
計
1
6
2
拠
点

を
竣
工
し
ま
し
た（『
Z
E
B
』拠
点
含
む
）。

こ
う
し
た
取
組
が
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定

の
趣
旨
（
建
築
主
た
る
事
業
者
等
が
国
又
は
地
方

公
共
団
体
と
協
働
・
連
携
し
、
木
材
利
用
（
ウ
ッ

ド
・
チ
ェ
ン
ジ
）
を

促
進
し
、
脱
炭
素

社
会
・
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
を

目
指
す
）
と
合
致
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、

2
0
2
3
年
10
月

農
林
水
産
省
・
環

境
省
と
の
間
で
協

定
を
締
結
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
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ニッセイの森の間伐材を活用したBELS認証プレート

木材利用推進コンクール表彰式

件
の
木
造
営
業
拠
点
を
建
築
し
、
合
計
5
5
0

㎥
の
木
材
を
活
用
し
ま
し
た
。
こ
の
木
材
使
用
に

よ
り
、
3
7
9
ト
ン
の
C
O
2
を
貯
蔵
し
て
い
る

計
算
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
建
物
は
構
造
や
ア
ク
セ
ン
ト
ウ
ォ
ー

ル
等
の
外
装
、
内
装
に
お
い
て
木
材
を
利
用
し
、

建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
を
地
域
社
会
お
よ
び

当
拠
点
で
勤
務
す
る
営
業
職
員
に
建
物
意
匠
面
で

訴
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
に
お
け
る
建

築
物
へ
の
木
材
利
用
促
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
建
物
外
皮
の
高
断
熱
化
や
高
効
率
な

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
・
太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電

池
等
の
設
置
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

『
Z
E
B
』認
証
の
取
得
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
木
材
利
用
の
促
進
に
向
け
た
情
報
発
信

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
に
は
、
木
造
営
業
拠
点
「
群
馬
富
岡

オ
フ
ィ
ス
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や
、

建
設
業
者
な
ど
の
企
業
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
や

見
学
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
富
山
県
で
開
催

さ
れ
た「
と
や
ま
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」で

当
社
が
木
造
化
に
取
り
組
む
意
義
に
つ
い
て
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
施
主
と
し
て
全
国
で
木
造
拠
点

の
建
築
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
加
え
、
こ
れ

協
定
に
基
づ
く
構
想
の
概
要

　
協
定
で
は
、
３
つ
の
構
想
と
４
つ
の
取
組
を
目

標
と
し
て
お
り
ま
す
。

構
想
①　
当
社
営
業
拠
点
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は

国
産
木
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、
建
築
物
の
木
造

化
及
び
木
質
化
を
地
域
社
会
に
建
物
意
匠
面
で
訴

求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
山
村
の
活
性
化
や
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
貢
献
す
る
。

構
想
②　
建
築
物
の
脱
炭
素
化
の
推
進
に
よ
り
、

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
貢
献
す
る
。

構
想
③　
合
法
伐
採
木
材
等
の
利
用
推
進
に
よ

り
、
S
D
G
s
に
貢
献
す
る
。

取
組
①　
今
後
新
築
す
る
営
業
拠
点
に
つ
い
て
、

全
都
道
府
県
に
１
物
件
以
上
を
木
造
で
建
築
し
、

令
和
13
年
3
月
ま
で
に
全
国
で
1
0
0
物
件
、

概
ね
4
︐8
0
0
㎥
の
木
材
を
利
用
す
る
。

取
組
②　
外
皮
の
高
断
熱
化
及
び
高
効
率
な
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
備
え
、
Z
E
B 

R
e
a
d
y 

水
準
の
建
築
物
と
す
る
。

取
組
③　
物
理
的
制
約
等
が
な
い
場
合
は
、
木
造

拠
点
か
ら
優
先
的
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し

創
電
す
る
こ
と
に
よ
り『
Z
E
B
』水
準
の
建
築
物

と
す
る
。

取
組
④　
木
材
利
用
の
意
義
や
メ
リ
ッ
ト
を
積
極

的
に
発
信
す
る
。

協
定
に
基
づ
く
取
組

　
こ
の
よ
う
な
構
想
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
10
物

今
後
の
抱
負

当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
今
後
も
『
誰
も
が
、
ず
っ

と
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
』
の
実
現
を
目
指

し
、
地
域
社
会
の
活
力
創
出
や
地
球
環
境
保
全
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営

の
一
層
の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
木
材
利
用
促
進
の
取
組
は
、
単
な

る
建
築
材
料
の
選
択
を
超
え
て
、
地
域
の
森
林
資

源
の
持
続
的
な
活
用
と
山
村
地
域
の
活
性
化
、
次

世
代
を
担
う
若
い
世
代
に
対
す
る
環
境
意
識
の
啓

発
な
ど
、
非
常
に
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
取
組
を
社
会
全
体
に
広

げ
る
た
め
、
積
極
的
な
情
報
発
信
と
知
見
の
共
有

を
行
う
と
と
も
に
、
当
社
の
木
材
利
用
促
進
の
取

組
が
日
本
の
森
林
資
源
の
有
効
活
用
、
地
方
創
生

の
推
進
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と

を
願
い
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。

ら
の
情
報
発
信
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
点
が
評

価
さ
れ
、
令
和
６
年
度
木
材
利
用
推
進
コ
ン
ク
ー

ル「
国
産
材
利
用
推
進
部
門
」に
お
い
て
林
野
庁
長

官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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（２）
日
本
館

日
本
政
府
直
営
の
パ
ビ
リ
オ
ン「
日
本
館
」は
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
鉄
骨
が
複
合
さ
れ
た
構
造
で
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ

か
ら
成
る
壁
を
円
環
状
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
い
の
ち
の
循
環
を
体
現
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
国
産
ス
ギ
材
（
熊
本
県
、
岡
山

県
、
高
知
県
産
）
を
原
料
と
し
て
お
り
、
全
体
で

2
8
0
組
5
6
0
枚（
約
1
︐6
0
0
㎥
）使
用
し

て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
会
期
終
了
後
、
解
体
や

大
阪・関
西
万
博
で
の
木
材
の
利
用

は
じ
め
に

４
月
13
日
か
ら
、
大
阪
市
夢
洲
で
、

「
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会（
略
称「
大
阪
・

関
西
万
博
」）」が
始
ま
り
ま
し
た（
会
期
は
10
月
13

日
ま
で
）。

大
阪
・
関
西
万
博
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
達
成
に
向
け
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
森
林
資
源
の

循
環
利
用
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
す
る
こ

と
か
ら
、
パ
ビ
リ
オ
ン
等
の
建
築
物
に
多
く
の
木

材
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
に
お
け
る
木
材

の
調
達
方
針
を
説
明
し
た
上
で
、
大
阪
・
関
西
万

博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
等
に
お
け
る
木
材
利
用
の
取
組

を
紹
介
し
ま
す
。

①
大
阪
・
関
西
万
博
に
お
け
る

木
材
の
調
達
方
針

（
公
社
）
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会

は
、
万
博
の
物
品
調
達
等
に
関
し
て
、「
持
続
可

能
性
に
配
慮
し
た
調
達
コ
ー
ド
」
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
同
コ
ー
ド
の
う
ち
、
木
材
の
個
別
基
準
で

は
、
合
法
性
、
計
画
的
な
森
林
の
管
理
経
営
、
生

態
系
の
保
全
、
先
住
民
の
権
利
尊
重
、
労
働
安
全

の
５
項
目
を
要
件
と
し
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｓ
Ｃ
、
Ｐ

シリーズ

大
阪・関
西
万
博

Ｅ
Ｆ
Ｃ
、
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
の
認
証
材
は
、
こ
れ
ら
の
要

件
へ
の
適
合
度
が
高
い
も
の
と
し
て
、
原
則
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

②
パ
ビ
リ
オ
ン
等
に
お
け
る
木
材

利
用

（１）
大
屋
根
リ
ン
グ

大
屋
根
リ
ン
グ
は
、
周
囲
約
２
㎞
、
高
さ
12

～
20 
m
、
幅
約
30 

m
、
外
径
は
約
6
7
5
m
の
円

形
の
木
造
建
築
物
で
、「
多
様
で
あ
り
な
が

ら
、
ひ
と
つ
」
と
い
う
万
博
の
理
念
を
表
し

て
い
ま
す
。
大
屋
根
リ
ン
グ
に
は
、
木
材
が

約
2 

7
︐0
0
0
㎥
使
用
さ
れ
て
お
り
、
建

築
面
積
が
6 

1
︐0
3
5
・
55
㎡
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
世
界
最
大
の
木
造
建
築
物
」と
し

て
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材
の
樹
種
は
、
国

産
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
外
国
産
の
オ
ウ
シ
ュ

ウ
ア
カ
マ
ツ
で
、
使
用
量
の
約
７
割
が
国

産
、
約
３
割
が
外
国
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

柱
と
梁
に
は
、
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
な
ど
の
集

成
材
が
使
用
さ
れ
、
日
本
の
神
社
仏
閣
な
ど

の
建
築
に
使
用
さ
れ
て
き
た
伝
統
的
な
「
貫ぬ

き

接
合
」
を
基
本
と
し
て
、
金
属
製
の
ク
サ
ビ

や
金
属
プ
レ
ー
ト
、
ボ
ル
ト
な
ど
に
よ
り
接

合
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
屋
根（
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
）に
は
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
約
6
︐0
0
0
㎥
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
来
場

者
が
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
カ
イ

ウ
ォ
ー
ク
か
ら
は
、
会
場
全
体
の
み
な
ら
ず
、
瀬

戸
内
海
や
大
阪
の
街
並
み
な
ど
の
眺
め
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
会
期
終
了
後
の
大
屋
根
リ
ン
グ
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
は
、
博
覧
会
協
会
が
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

出典：Expo2025

提供：公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会

2025.7  VOL.220林野 14



（５）
ス
ペ
イ
ン
館

ス
ペ
イ
ン
館
は
、「
黒
潮
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

海
流
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
建
築
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

柱
、
梁
、
床
、
壁
に
は
、
日
本
産
の
カ
ラ
マ
ツ

と
ヒ
ノ
キ
が
1
︐0
0
0
㎥
使
用
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
木
材
は
、
国
内
の
事
業
者
が
供
給
し
ま

し
た
。

転
用
を
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
、
加
工
を
最
小
限

に
留
め
て
四
角
い
板
の
ま
ま
使
用
し
て
い
ま
す
。

日
本
館
で
使
用
さ
れ
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
再
利
用
に
向

ト
ラ
ン
ス
部
分
の
土
壁
に
も
、
淡
路
島
産
の
粘
土

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（４）
チ
ェ
コ
館

チ
ェ
コ
館
は
、
構
造
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
、
外
装

に
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
た
５
階
建
て
の

螺
旋
状
の
建
築
物
で
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
は
チ
ェ

コ
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
す
。

回
廊
で
は
、
壁
・
床
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
現
し
で
利
用

さ
れ
て
お
り
、
来
場
者
は
こ
の
回
廊
を
巡
り
な
が

ら
展
示
を
見
学
し
ま
す
。

お
わ
り
に

こ
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
、

国
内
・
民
間
パ
ビ
リ
オ
ン
で
、
木
材
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
阪
・
関
西
万
博
に
お
越
し
の
際

は
、
是
非
、
会
場
内
に
お
け
る
木
材
利
用
に
も
注

目
願
い
ま
す
。

け
て
、
令
和
３
年
に（
一
社
）日
本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
は

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
再
利
用
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
公
募
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
８
つ
の
企
業
と
５
つ
の
地
方
公

共
団
体
の
計
13
団
体
が
選
定
さ
れ
、
現
在
、
各

パ
ー
ト
ナ
ー
で
、
活
用
方
法
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

（３）
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
館

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
館
は
、「
知
の
庭
」を
テ
ー
マ

と
し
て
お
り
、
外
観
が
特
徴
的
な
パ
ビ
リ
オ
ン
で

す
。
最
上
階
に
は
、
森
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
日
本

各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
ス
ギ
の
丸
太（
８
ｍ
）の
柱

2
8
6
本
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
丸
太
に
は
、
Ｎ
Ｆ
Ｃ
タ
グ
が
付
い
て
お
り
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か
ざ
す
と
、
丸
太
の
産
地
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
閉
幕
後
に
は
、
こ
れ
ら
の
柱

は
、
解
体
の
上
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
輸
送
さ

れ
、
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
市
に
お
い
て
教
育
の
た
め

の
場
と
し
て
再
構
築
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
１
階
の
外
壁
に
は
、
日
本
国
内
で
使
用

さ
れ
た
レ
ン
ガ
を
再
利
用
す
る
と
と
も
に
、
エ
ン

©Office of the Czech Commissioner General, Světlana Mašková

提供：経済産業省 提供：経済産業省

ウズベキスタン館

Spain Pavilion - Acción Cultural 
Española （AC/E）
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国有林野
事業の
取組

津軽森林管理署

森林管理署界
国有林
白神山地世界遺産地域

に
よ
る
駐
車
場
・
ト
イ
レ
の
整
備
を
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
、
徐
々
に
来
訪
者
が
増
え
、
マ
ザ
ー
ツ

リ
ー
は
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

白
神
山
地
の
象
徴
的
な
存
在
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た
マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
で
し
た
が
、
時
の
経
過
と
と

も
に
樹
勢
の
衰
え
が
み
ら
れ
た
た
め
、
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
土
壌
改
良
な
ど
の
策
が
講
じ
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
2
0
1
8
年
９
月
の
台

風
に
よ
り
幹
が
折
損
し
て
以
降
、
急
激
に
樹
勢
が

衰
退
し
、
2
0
2
4
年
に
は
春
の
芽
吹
き
が
な

い
こ
と
か
ら
、
樹
木
医
に
よ
り「
枯
死
」と
診
断
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
発
表
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
、「
大
変
残
念
に
思
う
」な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に

白
神
山
地
は
、
青
森
県
南
西
部
と
秋
田
県
北
西

部
に
広
が
る
、
約
13
万
ha
に
及
ぶ
広
大
な
山
地
帯

の
総
称
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
東
ア
ジ
ア
最
大
の
原

生
的
な
ブ
ナ
林
が
広
が
る
約
１
万
７
千
ha
が
、

1
9
9
3
年
（
平
成
５
年
）
に
世
界
自
然
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
登
録
地
域
の
北
東
に
位
置
す

る
津
軽
峠
付
近
に
は
、
推
定
樹
齢
4
0
0
年
以

上
と
さ
れ
る
ブ
ナ
の
巨
木
が
あ
り
、
津
軽
森
林
管

理
署
は
、2
0
0
0
年
頃
に
こ
の
巨
木
を「
マ
ザ
ー

ツ
リ
ー
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
署
に

よ
る
遊
歩
道
、
案
内
標
識
等
の
整
備
や
、
青
森
県

白
神
山
地
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル

マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
後
継 「
白
神
い
ざ
な
い
ツ
リ
ー
」

　津軽森林管理署は、青森県津軽地方のうち、弘
前市など３市３町１村にまたがる地域を管轄していま
す。地域の森林面積は175,926ha（森林率69%）
で、うち国有林は、128,365ha（国有林率75%）
であり、スギ、カラマツ、アカマツ等の人工林が
38%、ブナ、ナラ、ヒバ、アカマツ等の天然林が
62%をそれぞれ占めています。
　管内では木材の安定供給のほか、弘前市民の水
源や農業用水の供給源としての森林整備、世界自
然遺産である白神山地の貴重な自然環境の保全、
津軽十二湖自然休養林や岩木山・鰺ヶ沢スキー場
での森林レクリエーションの場の提供など、森林の
多面的機能を一層発揮させる取組を進めています。

青森県弘前市豊田２－２－４所在地

2４7,66４ha
うち森林面積 175,926ha
うち国有林面積 128,365ha

区域面積

【３市３町１村】弘前市・黒石市・
平川市・大鰐町・鰺ヶ沢町・
深浦町・西目屋村

関係自治体

東
北
森
林
管
理
局 

津
軽
森
林
管
理
署

管内概要

台風以前の「マザーツリー」2018年撮影

枯死発表時の「マザーツリー」2024年撮影
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後
継
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の

選
定

マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
が
枯
死
し
た
こ
と
を
受
け
、
当

署
で
は
国
有
林
と
し
て
引
き
続
き
地
域
振
興
に

貢
献
す
る
た
め
、
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の

選
定
に
着
手
し
ま
し
た
。
西
目
屋
村
と
相
談
を
重

ね
な
が
ら
、
後
継
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
選
定
に

あ
た
っ
て
、
①
マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
に
準
ず
る
ブ
ナ
の

巨
木
で
あ
る
こ
と
、
②
樹
勢
の
衰
え
が
み
ら
れ
な

い
こ
と
、
③
ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ
と
の
三
点
を
重

視
し
、
地
元
の
ガ
イ
ド
団
体
等
か
ら
も
情
報
収
集

し
つ
つ
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
推
定
樹
齢

3
0
0
年
、
樹
高
約
27
m
、
幹
ま
わ
り
約
4
m

の
ブ
ナ
を
後
継
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し
て
選
定
し

ま
し
た
。後

継
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の

呼
称
の
募
集
と
決
定

後
継
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、

マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
枯
死
発
表
時
の
大
き
な
反
響
を
踏

ま
え
、
広
く
募
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
募
集

の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
推
定
樹
齢
や
樹
高
な
ど
、
マ

ザ
ー
ツ
リ
ー
と
比
較
し
た
数
値
も
掲
載
し
、
西
目

屋
村
内
３
箇
所
の
観
光
施
設
に
応
募
箱
を
設
置
し

た
と
こ
ろ
、
2
0
0
件
近
い
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
西
目
屋
村
長
と
当
署
署
長
で
審
査
を
行

い
、
①
親
し
み
や
す
く
、
呼
び
や
す
い
こ
と
、
②

木
の
姿
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
こ
と
、
③
白
神

山
地
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
て
い
る
こ
と
、
④
他
に

使
用
さ
れ
て
い
な
い
名
称
で
あ
る
こ
と
と
い
う
４

つ
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
呼
称
を
決
定

し
ま
し
た
。
新
し
い
呼
称
は
、
西
目
屋
小
学
校
４

お
わ
り
に

今
後
、「
白
神
い
ざ
な
い
ツ
リ
ー
」が「
マ
ザ
ー

ツ
リ
ー
」
の
よ
う
に
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
る
存

在
に
な
る
た
め
に
は
、
多
く
の
関
係
者
に
よ
る
協

力
・
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
当
署
で
は
、
西
目
屋

村
を
は
じ
め
地
元
の
関
係
機
関
と
協
力
・
連
携

し
、
地
域
の
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
コ
ン
テ
ン
ツ

の
一
つ
と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。白

神
山
地
を
訪
れ
る
際
は
、
ぜ
ひ
「
白
神
い
ざ

な
い
ツ
リ
ー
」
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
な

お
、
ア
ク
セ
ス
道
で
あ
る
青
森
県
道
28
号
岩
崎
西

目
屋
弘
前
線
は
、
例
年
11
月
中
旬
か
ら
５
月
下
旬

ま
で
冬
季
閉
鎖
期
間
と
な
る
た
め
、
お
越
し
の
際

は
道
路
情
報
を
ご
確
認
下
さ
い
。

募集したポスター

マザーツリー後継「白神いざないツリー」（英語表記：Shirakami Welcome Tree）

年
生
の
門
藤
琳
音
さ
ん
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
「
い

ざ
な
い
ツ
リ
ー
」
に
「
白
神
」
を
加
え
、「
白
神
い

ざ
な
い
ツ
リ
ー
」
と
す
る
と
と
も
に
、
マ
ザ
ー
ツ

リ
ー
の
後
継
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
、「
マ

ザ
ー
ツ
リ
ー
後
継
」と〝
冠
〟を
付
け
て
表
記
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。「
い
ざ
な
い
」に
は
招
く
、
誘

う
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
こ
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー

を
き
っ
か
け
に
白
神
山
地
に
訪
れ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外

国
人
観
光
客
に
地
元
ガ
イ
ド
等
が
説
明
し
や
す
い

よ
う「Shirakam

i W
elcom

e Tree

」と
英
語

表
記
も
設
け
ま
し
た
。
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4
Topics

　「ウッドデザイン賞」は、木の良さや価値を再発見できる製品や取
組について、特に優れたものを評価し、表彰する制度です。「木の
ある豊かな暮らし」が広がり、日々の生活や社会が彩られ、木材利
用が進むことを目的に行っており、２０２５年で１１年目を迎えます。
　「ライフスタイルデザイン部門」、「ハートフルデザイン部門」、

「ソーシャルデザイン部門」の３つの部門があり、特に優れた作品
には、最優秀賞、優秀賞などが授与されます。２０２４年は、３６６
点の応募があり、２２６点が入賞しました。
　応募期間は、７月３１日（木）までとなっています。新しい「木づか
い」や「ウッド・チェンジ」につながる木製品、取組、建築物等につ
いて、皆さまからのご応募をお待ちしています！

ウッドデザイン賞募集中！
締切は7月31日

　その他の上位賞受賞作品及び過去のウッドデザイン賞受賞作品
は、公式ウェブサイトからご覧いただけます。
　上位賞受賞作品は１１月上旬に発表され、エコプロ２０２５（令和７年
１２月１０日～１２日　会場：東京ビッグサイト）にて表彰・展示の予定
です。

お問い合わせ先
(一社)日本ウッドデザイン協会
https://www.jwda.or.jp/

ウェブサイト Facebook

木育トラック「manaviba」
有限会社一場木工所(広島県)/いすゞ自動車株式
会社(神奈川県)/株式会社山二建具(千葉県)/株式
会社モリアゲ(東京都)/株式会社アーティストリー
(愛知県)/いすゞ 自動車首都圏株式会社(東京都)

Wood Pylon 「KOLMIO」
レッドハウスファニチャー(長野県)/一般社団法人
kitokito(東京都)/社会福祉法人アンサンブル会
(長野県)

東京科学大学 大岡山西5号館
東京科学大学那須聖研究室(東京都)/東京科学大
学施設部(東京都)/株式会社久米設計(東京都)

ウッドデザイン賞2024最優秀賞(大臣賞)　

ウッドデザイン賞2024優秀賞(林野庁長官賞)

ウッドデザイン賞公式サイト
https://www.wooddesign.jp/
応募方法： 公式サイトの専用フォームよりエントリーしてください。
応募期間：7月31日（木）18時まで
審査費用等：一時審査（書類審査）は無料です。一次審査を通過
した作品が二次審査（現物等審査）を受けるにはエントリー料が必
要です。また現物の送付等の経費は応募者負担となります。

応募はこちらから！

浦河フレンド森のようちえん
学校法人フレンド恵学園(北海道)/株
式会社照井康穂建築設計事務所(北海
道)/株式会社ジェーエスディー(東京
都)/岩田地崎建設株式会社(北海道) 
物林株式会社(東京都)

DLT恒久仮設木造住宅
坂茂建築設計(東京都)/株式会社家元
(石川県)/一般社団法人石川県建団
連(石川県)/株式会社長谷川萬治商
店(東京都)/NPO法人ボランタリー・
アーキテクツ・ネットワーク(東京都)

南阿蘇鉄道高森駅・交流施設
株式会社ヌーブ(東京都)/株式会社
MID研究所(東京都)/株式会社竹内
工務店(熊本県)/株式会社ウッディ
ファーム(熊本県)/ランバー宮崎協同
組合(宮崎県)/高森町(熊本県)

農林水産大臣賞 経済産業大臣賞

国土交通大臣賞 環境大臣賞

自然へのホスピタリティーと
森の中の工場
ナニックジャパン株式会社(東京都)/
株式会社万建設興業(栃木県)那須塩
原市森林組合(栃木県)
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みどりの
大使が
行く！

2025
ミス日本

みどりの大使

佐塚 こころ

経
験
し
て
き
た
こ
と
を
フ
ル
活
用
し
つ
つ
、
子
ど

も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
を
最
優
先
で
製
作
進

行
し
ま
し
た
。
４0
人
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
、
み

ん
な
笑
顔
で
取
り
組
ん
で
い
て
、
出
来
栄
え
に
も

満
足
そ
う
に
し
て
い
る
様
子
に
、
私
も
と
て
も
幸

せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
こ
の
木
は
何
？
」

「
い
い
香
り
が
す
る
ね
」「
父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
ぴ
っ
た
り
！
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
森
林
や
木

へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

み
ど
り
の
大
使
と
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
分

だ
け
の
知
識
や
経
験
に
す
る
の
で
は
無
く
、
こ
う

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
演
を
通
じ
て
聞
き
手

や
受
け
手
が
楽
し
む
こ
と
を
第
一
に
、
木
や
森
林

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
再
認

識
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
全
国
各
地
で
緑
の
大

切
さ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

公益社団法人国土緑化推進機構Webサイト「みどりの大使」
（https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/entry-1679.html）

「ミス日本みどりの大使」とは

第
75
回
全
国
植
樹
祭

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の

大
使
の
佐
塚
こ
こ
ろ
で
す
。
５
月
25
日
、
埼
玉
県

の
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
に
て
第
75
回
全
国
植
樹

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
記
念
植
樹
と
公
式

動
画
撮
影
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全

国
植
樹
祭
は
、
み
ど
り
の
大
使
に
就
任
が
決
定
し

た
時
か
ら
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
行
事
の

一
つ
で
す
。

公
式
動
画
の
撮
影
で
は
、
ラ
イ
ン
下
り
で
有
名

な
長
瀞
の
岩
畳
や
秩
父
一
帯
が
見
渡
せ
る
美
の
山

公
園
に
行
き
ま
し
た
。
都
心
か
ら
近
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
と
し
て
と
て
も

魅
力
的
で
し
た
。

全
国
植
樹
祭
当
日
は
、
出
席
さ
れ
た
多
く
の
皆

さ
ま
と
苗
木
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

も
植
樹
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
ほ
ど
の
大
規
模
な
植
樹
は
初
め
て
で
、
大
勢

の
人
が
一
斉
に
植
樹
し
て
い
る
様
子
に
心
を
打
た

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
長
い
年
月
を
経
て
一
つ
の

森
が
形
成
さ
れ
る
と
考
え
る
と
壮
大
な
こ
と
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。
大
会
テ
ー
マ
の
「
人
・
森
・
川　

つ
な
げ
未
来
へ　
彩
の
国
」
の
よ
う
に
、
自
然
と

人
間
が
共
存
で
き
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
の
た
め

に
、
身
の
回
り
の
も
の
を
木
に
置
き
換
え
る
ウ
ッ

ド
チ
ェ
ン
ジ
を
強
く
意
識
し
て
い
き
た
い
で
す
。

お
も
て
な
し
広
場
で
は
緑
の
募
金
を
呼
び
か
け
つ

つ
、
地
域
の
皆
様
の
出
展
も
見
学
し
、
改
め
て
木

の
大
切
さ
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
秋

に
宮
城
県
で
行
わ
れ
る
全
国
育
樹
祭
に
は
、
今
ま

で
以
上
に
林
業
や
森
林
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
と

経
験
を
持
ち
参
加
し
た
い
で
す
。

キ
ノ
ハ
ナ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
講
師
を
経
験
し
て

茨
城
県
緑
の
少
年
団
交
流
集
会
に
て
キ
ノ
ハ
ナ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
木
の
か
ん
な
屑
で
作
成
す
る
木
製
造
花

の
キ
ノ
ハ
ナ
に
つ
い
て
、
私
は
キ
ノ
ハ
ナ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
マ
イ
ス
タ
ー
と
い
う
講
師
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。
取
得
後
初
め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
緑
の
少
年
団
が
お
客
様
で
す
。
私
も
か
つ
て

は
緑
の
少
年
団
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は

「
キ
ノ
ハ
ナ
が
楽
し
み
で
今
日
は
来
た
ん
だ
よ
！
」

と
言
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
も
い
て
、
私
も
や

る
気
い
っ
ぱ
い
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
挑
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

キ
ノ
ハ
ナ
の
作
り
方
の
コ
ツ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
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